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空
気
が
乾
燥
す
る
こ
の
時
季
、
火
の
後

始
末
の
チ
ョ
ッ
ト
し
た
油
断
か
ら
大
火
事

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
気

を
緩
め
ず
火
の
元
は
、
必
ず
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　

国
の
啓
発
活
動
で
あ
る
「
全
国
火
災
予

防
運
動
」
は
、
１
９
５
３
年
に
「
全
国
大

火
撲
滅
運
動
」
と
し
て
始
ま
り
、
現
在
は
、

春
季
の
３
月
１
日
か
ら
７
日
の
消
防
記
念

日
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
と
秋
季
の　
１１

月
９
日
か
ら　

日
の
１
１
９
番
の
日
を
起

１５

点
と
す
る
１
週
間
の
年
２
回
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

市
町
村
は
、
こ
の

期
間
に
各
関
係
団
体

と
協
力
・
連
携
し
火

災
予
防
広
報
の
実
施

や
各
事
業
所
等
の
消

防
訓
練
の
実
施
を
す

る
も
の
と
し
て
い
ま

す
。

　火災予防運動は、市民の皆さんの防火に関する意識を高め、火災から貴重な生命及び財産を守る為に実施され
ます。
　火は、私達の生活で欠かすことのできない道具であり、なくてはならない存在です。しかし、油断して目を離
したその隙に瞬く間に大きくなり生命及び財産を奪ってしまう重大な危険性が潜んでいます。空気が乾燥するこ
の時季、消防関係機関も警戒していますが、市民の一人ひとりの火災予防への取組が何より重要です。
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　消防法が改正され、火災による死者を未然に防ぐ為、全ての住宅に「住宅用火災警報器」の設置が義務
付けられました。
　住宅火災による死者数は、平成１５年以降、毎年１，０００人を超えています。その半数以上が高齢者で、し
かもその７割以上が夜間就寝中による「逃げ遅れ」で尊い命を失っているのです。
　住宅用火災警報器は、各市町村条例で規制されますが、常陸大宮市も、平成２０年６月１日から全ての住
宅において設置義務が課せられています。
　種類は、煙式と熱式の２種類があります。取り付け場所は、少なくとも寝室と、寝室が２階の場合は階
段にも設置が必要となります。




